
　日 時     2021年 4月28日（水）17:30-19:00 　　
　場 所     Zoom （参加ご希望の方は登録サイトから登録下さい。会議室情報を追って連絡いたします）

　言 語     日本語

　講演者   谷口一美（京都大学大学院 人間・環境学研究科 教授）

　タイトル   認知言語学による言語進化研究の可能性：形式の進化と意味の進化

 
  
                         大阪大学文学部助手、大阪教育大学准教授、京都大学大学院人間・
                         環境学研究科准教授を経て2016年より現職（京都大学大学院人間・
                         環境学研究科 教授）。博士（文学）。新学術領域「共創言語進化」
                         A01言語理論班の研究分担者。主な著書に『事態概念の記号化に関する
                         認知言語学的研究』（ひつじ書房, 2005年）『認知意味論の新展開―
                         メタファーとメトニミー』（研究社, 2003年）など。認知言語学の
                                                  立場から、構文の獲得やメタファー写像のメカニズムに関する理論的
                         研究を行っている。
  　
概要　
認知言語学は、生得的な普遍文法の存在を前提とせず、領域一般の認知能力の連合として言語機能の説明を試みる
言語理論である。認知言語学を特徴づける言語観として主に、(i) 形式と意味の対応を言語の基本単位とする
「言語の記号性」、(ii) 事例からのボトムアップにより規則性を抽出する「使用基盤モデル」 (usage-base model)、
(iii) 言語表現の意味を概念化の問題とみなす「主観的意味論」が挙げられる。本セミナーでは、こうした認知(iii) 言語表現の意味を概念化の問題とみなす「主観的意味論」が挙げられる。本セミナーでは、こうした認知
言語学のパラダイムによって言語進化にどのようなシナリオを与えることができるか、言語の形式と意味の両面
から検討し、構造の発達および意味の拡張・創発のメカニズムを示す。認知言語学とその関連理論である機能主義、
構文文法における言語進化研究の取り組みを概要し、言語獲得や歴史的言語変化といった動態的側面に認められる
傾向性を手掛かりとしつつ、原型的言語から現在の言語に至る変化の道すじを探る。
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